
医療従事者・育成事業支援活動医療従事者・育成事業支援活動

■ 伊勢畑防潮堤災害復旧（その2）工事■ 伊勢畑防潮堤災害復旧（その2）工事 ■ 仁斗田地先海岸災害復旧工事■ 仁斗田地先海岸災害復旧工事

■ 仁斗田漁港北防波堤外災害復旧工事■ 仁斗田漁港北防波堤外災害復旧工事 ■ 桂島漁港-2.0m物揚場（2）外災害復旧工事■ 桂島漁港-2.0m物揚場（2）外災害復旧工事

■ 北上（大室地区）漁港護岸ほか機能強化工事■ 北上（大室地区）漁港護岸ほか機能強化工事■ 雄勝漁港雄勝防潮堤災害復旧（その6）外工事■ 雄勝漁港雄勝防潮堤災害復旧（その6）外工事

起重機船「真榮」起重機船「真榮」

蛇田小学校区・通学路パトロール活動蛇田小学校区・通学路パトロール活動
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おかげさまで創
業100周年Towards the future

ごあいさつ
　2021年10月1日をもちまして、弊社は創業100周年を迎えましたが、未曽有の災禍の中、日々奮闘されている方々の想いに鑑み、誠に勝手
ながら弊社における大々的な記念式典等をすべて自粛させていただいておりました。
　同様に本新聞への掲載も遅れる形となりましたが、弊社が創業100周年を迎えられたことは非常に喜ばしいことであり、これもひとえ
に、長年お付き合いをいただいております各取引先さまならびに、弊社の発展に貢献していただいた方々のご支援の賜物であると、深く感
謝申し上げます。
　1921年10月に海上運送業を創業し、業務の拡大に伴い65年2月に個人経営より、法人組織「津田海運株式会社」を設立いたしました。
また、設立の翌年に内航運送業の許可を取得、翌々年の1967年には建設業、68年には内航運送取扱業、73年には内航船舶貸渡業の許可
を取得するなど、改組後も業務を拡大してまいりました。
　会社組織化したころ、弊社は既に作業船を保有しており、捨石の運搬・投入に加え高度な技術を要するケーソンの据え付けなど「土木
工事のできる海運会社」として多くの取引先さまからご信頼をいただき、その後も順調に受注量を増やしながら現在へと至っております。
　昨年、本来であれば大きな盛り上がりを見せたであろう東京オリンピックが新型コロナウイルス感染症によって延期となり、これまで
当たり前であった生活が一変してしまいました。弊社といたしましてもこの脅威を乗り越えるべく、役職員一丸となって感染症対策を徹
底しながら、インフラ整備および地域の発展を目指して社業にまい進しております。
　創業100周年のメモリアルイヤーとなるこの2021年度、「安全第一」という基本に立ち返るとともに、皆さま方からのさらなるご信頼を
いただけますよう努力を重ねてまいる所存です。
　今後ともより一層のご支援、お引き立てを賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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地域貢献活動

主な施工実績

　本社を構える石巻市のぞみ野地区のほか、宮城県建設
業協会石巻支部が主催する「道の日クリーンキャンペー
ン」における歩道などの清掃活動をはじめ、宮城県安全運
転管理者協会に加入し、交通
安全運動や交通事故防止の
ための安全運転の呼びかけ
を行っております。
　また、「みやぎ教育応援団」
団員として、建設業そして当

社の仕事に興味を持ってもらうべく、石巻工業高校、宮城水産高
校の生徒をインターンシップで受け入れ、当社職員による体験
実習を行っています。
　このほか、蛇田小学校校区の通学路パトロール活動や、東北大
学の進める医療従事者の育成事業の支援活動も行っております。
　先代・津田榮吾郎が大切にしていたことの一つに「感謝の意を
伝えること」があります。今日までの発展を支えていただいた皆
さまに対し「感謝の気持ち」を忘れずに、これからも地域貢献活
動に取り組んでまいります。


